
 

 

 

早いもので、もう師走となりましたが、 

                                いかがお過ごしでしょうか。 

                          お身体にはお気をつけて、 

                                良い年をお迎えください。 

 

 

 

年末年始休診のお知らせ 

 

年内は１２月２６日（土）まで。 

年始は１月４日（月）から診察となっております。 

お薬が切れないよう、休診前に必ず受診を 

お願いいたします。 

 

定期でお薬を処方している方に関しまして、いつもより少し長めにお薬の処方をさせていただいて 

いますが、お薬の種類によっては日数制限があり、長くお出しできない場合があります。ご了承ください。 

 

 

インフルエンザの予防接種はお早めに 

 

現在、インフルエンザ流行といわれるほど患者様はいらっしゃいません。 

ですが、いつ流行するのか分かりません。 

ワクチン接種をしても、免疫がつくまでに３週間かかるため、流行してから接種をしても手遅れと 

なってしまいます。まだ接種をされていない方は、早めの接種をお勧めいたします。 

 

堺市在住の６５歳以上の方は、平成２８年１月３１日までとなっております。 

１月３１日を過ぎると、堺市の助成が無効となりますのでご注意ください。 

 

堺市在住の６５歳以上の方は１５００円で接種が出来ます。 

 

また、平成２７年度市民税非課税・生活保護・中国残留邦人等支援給付世帯に属する方は、無料です。 

受診の際には、 

◆介護保険納入通知書（所得段階区分が第１～第３段階に限る） 

◆介護保険（特例）負担限度額認定証 

◆後高齢者医療限度額適用・標準負担限度額認定証（区分Ⅰ、Ⅱ） 

◆生活保護受給者証              など、証明できるものを必ずご持参ください。 

 

※証明する書類がない方は、保健センターにお問い合わせください。（接種後の返金はできません） 
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ノロウイルスにご注意ください 

 

♯ノロウイルスとは？ 

胃腸炎や食中毒を引き起こすウイルスの１つです。 

 

＃感染経路は？ 

飲食物からの感染・・・・・ウイルスを蓄積した食材、ウイルスで汚染された食品を食べて感染。 

また、汚染された水道水や井戸水などを飲む事で感染する場合も 

あります。 

ヒトからヒトへの感染・・・感染者の糞便や嘔吐物から手指を介して感染。 

あるいは、飛散した飛沫から空気感染する事があります。 

 

＃症状は？ 

主に嘔吐・下痢が起こります。また、発熱や呼吸症状・脱水症状を伴うこともあります。 

 

＃潜伏期間（感染してから発症するまでの時間）は？ 

大体２４～４８時間程度で、通常であれば１～２日ほど続いた後、治癒します。 

後遺症が残ることもありません。 

ただし、免疫力の低い老人や乳幼児では症状が長引く事があります。 

 

＃治療法は？ 

ノロウイルスに効果のある特効薬は、今のところありません。 

症状の持続する期間は短いので、脱水症状にならないように水分と栄養の補給を 

欠かさないようにし、症状が治まるのを待ちます。 

水分が摂れない場合は、医療機関で点滴をしてもらうのがよいでしょう。 

他には、吐き気止めや整腸剤などの薬を使用する対症療法が一般的です。 

下痢が長びく場合には、下痢止め薬を投与することもありますが、 

病気の回復を遅らせることがあるので、使用しない方が望ましいです。 

 

＃予防対策は？ 

＊加熱が必要な食品は、中心部までしっかりと加熱する。 

＊調理前や食事前、トイレに行った後など、こまめに手洗いをする。特に、下痢等の患者の 

汚物処理やオムツ交換を行った後は、しっかり手洗い・うがい・消毒をする。 

＊ドアノブなど感染者が触れた所は、次亜塩素酸ナトリウム（塩素系の漂白剤）で消毒する。 

＊嘔吐物や下痢便で汚れた衣類がある場合は、他の衣類と一緒に洗濯せず、 

マスクと手袋を着用した上で、まずは個別に水洗いし、塩素系消毒剤で消毒する。 

 

ノロウイルスは感染力が強いため、正しい対処方法を行い、感染拡大を防ぎましょう。 
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